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心理学 の歴 史 にお いて は,「 意 識」 とい うものが,形 面上学 的哲学 的問題 と して考 え ら

れて 来 た 長 い 歴 史が あ った。 それ を,人 格 の部分 として 認識 しな お したの は,William

James(1842～1910)の 科 学的心理 学 であ る。彼 は,「 心 理学 原PrinciplesofPsychology

1890」 において,「 意識 は個人 的 な もの,誰 か によ って所有 された もので,凡 て の意識状

態 は人格的 意識 の一 部で あ る。 したが って,何 入 の意 識で もない意識 は存在 しない」 と主

張 した。 こ こに入 格 の問題 が重要 な位置 を占め る ことが 主 張 され たわ けで,Jamesの 心理

学 が科学 的心理 学 といわれ るゆえんで ある。後年,GW.Allpor(1897～1967)が,彼 の

入 格心理学 の源 をJamesの 流 れに求 めて い るのは この こ とに よる。

要求(need)の 問題 も,こ れ にな ら って,人 格 の問題 あるい は行 動心理 学 的 にみて,

有 機体(Organism)の 問題 として と らえな ければな らない。 こ うしてみ る時,要 求 論の発

生 は,Jamesが,心 理 学の 中心 に,「 人格(Personality)」 を持 って来 たこ とに端 を発 す る

ので あ り,Jamesの 弟子で あ り,ま た友人 で あ った。GranvjUeStanleyHall(1844～

ユ924)が,性 慾 ・食慾 な ど動機 に関す る研 究を して,Jamesと 同 じ く,ア メ リカ心理 学 の

パ イオニ アと な った ことは 当然の 成 行で あ った よ うに 思 われ る。 その後,GeorgeTru・

mbullLadd(1842～1921)や シカ ゴ学派(JohnDewey1859～,GeorgeHarvardMead

ユ863～1931,JamesR.Angel11869～1949,A.W.Moore)に よ って ア メ リカの心 理学 は

機 能心理 学へ と発 展す るので あ るが,こ の ことを抜 きに して また,要 求 論 は語 れな い。

機能心理 学 と要求 論 と関係 す ると ころは,第 一 に能 動的機能 を認 めて いた とい うことで

あ り,第 二 に活動(そ れ は適応 的活 動で あ るが)は,目 的性 を もつ(teleological)と い う

こ とであ る。

第一 の能 動的機能 の存在 の有 無論 は,心 理学 の2つ の大 きな流れ にそ って いるfOそ れ は

一 つ は
,心 は元来 生来 的 に存在 す る とい う説(本 有観念 の説:ReueDescartes1596～1650,

GottfriedWilhelmLeibniz1646～1716,ChristianWolff1679～1754)と,一 一つは 観念 は

経 験 によ って与 え られ る観念 「白紙」(tabularasa)説(JohnLocke1632～1704)と の2説

で あ るが,こ の2つ の流れ は機 能的心 理学 にお いて,自 我 の能 動的機能 と受動 的機 能 と し

て 止揚 された 観 が あ る。 その うちの能 動性 とい うこ とが よ り 要求 の意 に 沿 うの じや ない

か。 すな わち,要 求 論の前 時代的産物 と しては,心 理学 には,本 能 論 とい うものがあ るか

らで ある。本能 とは,正 に生来 的能力 を意味す る。要求 論 は本能 論 の発 展的性格 が存在す

るが,そ の意味で も,要 求 の概念 は本能論 に長 い間浴 されて来 た。

またア メ リカの機能心理 学 は,適 応心理 学の性格 を有す るので あるが,そ の底 には,第

一 の系譜か ら,要 求一 目標体 制(need-goalsystem)を 採用 して い る。 そ して,目 的的心理

学(PurposivePsychology)1こ は,過 去 において,2つ の タイ プが数 え られた01つ はW.
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McDougall(1871～1938)のHormicPsychologyで あ り,1つ は,S.Freud(1856～1939)の

Psychoanalysis)HedonisticPsychology)で あ る。 この2つ の理 論 の相 違 につ いて述べ る こ

とは 差 しひかえ,こ れ らの本能 論が要求 論の 母体をな した ことを(2)に 述べ るので あるが,

先ず,そ の要求 論の基礎 にあ る反 射を項 目的 に述べ て,こ の論述 を終 りた い。

さて,心 理 学,ひ いて は教育心理学 の基礎 論 と して考 え られ るもの は,有 機体 ない しは

人 格の能 動的要 素で あるが,そ れは現 在 では,要 求(need,Trieb)と い う用語で考 察 され

てい る。一般 に,動 物の,発 動的推進 力を意 味す るのであ るが,そ れ は原初的 な形 態 と し

て,「 反射(reflex)」 とい うもの があ るといわれ る。行 動心理 学的 にいえ ば,内 外 のS(刺

戟)に 対 す る原初的反応 であ る。外的な刺 戟 につ いては,環 境 論 その他 によ りイギ リス連

合主 義以来,感 覚 を通 して 今日迄広 く研 究 されて い る。 しか し内的 な刺 戟 に関 して は,深

層心理 学が,こ の ことを深 く研究 して来 た。 そのため,「 反 射」 と 「本能」 の間 に於て

は,そ の区 別 され ると ころが あい まいで あ った が,「 反射」 と 「要求」 の 問に は,厳 然 た

る相違的段 階が/i日 では ある0そ れ は,「 反射」 の場 合,-1時 的な刺 戟 に対 す る反応 であ

る とい うこ とであ る。 われ われ は,こ れ らについて,大 雑 巴な概 観を したい0

1.反 射 学(ReflexTheory)

種 々 の受容 器が種 々の刺 戟に応 じて 興奮す る と,そ の興奮は知覚 神経 によ って 中枢 神経

系 に伝 え られ,興 奮の一 部は終 極,大 脳皮質 に至 り,そ れぞれ の受容 器に応 じて感覚 を惹

起 す る。 その他 の興奮 は意識 に上 らず 下意識 として,中 枢神経 系(脊 髄 な ど)内 で折 り返

し,遠 心性 神経線 維 によ って特有 の効果 器(骨 格筋 ・平滑筋 ・腺)に 達 しこれ を興奮せ し

め る。 この よ うに,受 容 器に端 を発 した興 奮が,意 識 とは無 関係 に,中 枢で折 り返 され,

効果 器に その効 果を現 わす現 象を反射 とい うので あ るか ら,人 格体 系内の受動 的成 分と し

て理解 して もよい。

で は,反 射 の機構 はどのよ うにな って い るの か。 反射 には,少 くとも4個 の細 胞(受 容

器,求 心性 ノイ ロン,遠 心性 ノイ ロン,効 果 器)が 関 与 して い る。 そ して,反 射の経路 は

一定 の ものであ って ,こ れ を反射 弓(reflexarc)ま た は反射経路(reflexpath)と い って

いる。 そ して,反 射 弓の うち,中 枢 神経 系内 にあ って,興 奮の折 り返 され る場 所を反射 巾
　 　 　

枢(reflexcenter)と い う の で あ る 。JohnDeweyな ど は,機 能 的 心 理 学 か ら プ ラ グ マ テ
　

イズムを唱え るにあた って,刺 戟E-一反 応 の関係か ら,こ の反射 弓を問題 に した。

反射 には少 くと も4個 の細 胞が 関r-j.するか ら,そ の途 中 に少 くとも3個 の細胞間接 合部

が 存在 し,そ の 部位にお いて 興奮 の伝達が行 われて いる。 第一 は受 容 器と求心 性 ノイ ロン

との間,第 三 は遠心性 ノイpン と効 果器 との問で ある。 いずれ も興奮様式 に変化 を生 じ う

るところであ る。 特 に第二 の部分 は,反 射 中枢 に相 当す ると ころで あ りrシ ナプス(sy-

napse)の 一一般 的性 質に従 って種 々の 興奮様式の変 化が起 り易い。介在 ノイ ロンの数が 多け

れ ば多 い程,興 奮様 式の変 化(反 射 促進reflexfacilitationと 反射抑制reflexinhibition)に

従 って,そ の変 化は複雑 にな る.そ して,効 果 の 大き くな る現 象 は促進 で あ り,効 果 の小

さ くな る現 象は抑 制なので あ る。

反 射の命名 は,普 通 その効果 器の名 前をつ ける。 た とえば,効 果1717711Tが骨 格 筋で あ る場 合

は骨 格筋反 射(skeletalreflex),腺 であ る場 合 は腺 反射(glandularreflex)と い うrそ して

一般 に筋 を効果 器 とす る反 射を運動反 射(motorreflex)と い って い るのであ る。 その他,

効 果 器の名を冠 した反射 には,屈 筋反射(flexorreflex)・ イ[{1筋反射(extensorreflex)・ 心・

臓 反射(heartreflex)・ 血 省;運動反射(vasomotorreflex)が 数え られてい る.主 と して ド
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イ ツ学 派で は逆 に,反 射 の受 容器 の名 を と って 反射 の名 し,た とえば,皮 膚 を刺激 す る こ

とに よ って 起 る反 射 を皮膚反 射(Hantreflex,skinreflex,cutaneousreflex)と い い,筋

または腱 の受容 器か ら発す る反射 とい う意味で筋 反射(Muskelreflex,musclereflex)・ 腱

反射(Sehnenreflex,tendonreflex)と い う。

○反射 の型 ……現在,反 射の型 には,つ ぎのよ うな9つ の型 が 知 られて い る。

1)脊 髄 反射(spinalreflex)・ …・・脊髄 とそれ よ り上 位の脳 とを 切 り離 した動物 を脊髄 動

物(spinalanimal)と い うが,こ の脊髄 動物 にみ られ る反 射 を脊髄反射 とい う。 脊髄 反 射

は,運 動反射(motorreflex)とIl1律 反 射(autonomicreflex)と に分 け られ る。 前 者 は主

と して 骨格 筋を効果 器 とす る反射 で ある。 普通脊髄反 射 とい う時 は,前 者 のみ を さす こと

もある。

脊髄 反射 の うち最 も簡 単な ものは,筋 を伸 張す る とい う刺 戟 によ って,そ の筋 が収縮 す

る反 射で あ る(伸 張反 射stretchreflex)。 この反射 の受 容器 は筋 線維 と平行 に存在 す る内

封線維 にあ る筋紡 錘で あ る。 この反射 は受容器 と効果 器 とが同 じ一 つ の筋 で あ るか ら,固

有反射(proprioeptivereflex)と もnTば れ る。 また,筋 性 反射(myotaticreflex)と も呼 ば

れ る。 この反射 の経 路 には介在 ノイ ロンは存在せず,反 射 弓は求心 性 ノイ ロ ンと,遠 心 性

ノイ ロン との2つ 丈 で あ る(2ノ イ ロン反射 弓two--neuronarc)。 腱 反射(tendonreflex)

は腱 を叩 く時起 る反 射 で,受 容 器が腱 に あ ると考 え られて 名づ け られ た ものであ るが,腱

受容 器 か らの刺 戟は 実 は抑 制作用 を有 し,実 際 には 腱 をr甲 く事に よ って その筋 が 伸 張 さ

れ,伸 張 反射が起 って い るのであ る。 固有反 射 中枢の興 奮性が 高 くな って い る場合 には,

筋 を持 続的 に伸 張すれ ば,固 有 反射 が継続 的 に何 回 も繰 り返 し起 るよ うになる(間 代 ・急

蛮clonUS)。

これ に対 し,多 くの脊髄反射 は,受 容器 と効 果器 とが別で あ って,非 固有反 射(extero-

ceptivereflex)で あ る。 また その 経 路 には 介在 ノイ ロ ンが 存在 し,多 ノイ ロン 反 射 弓

(multi-neuronarC)を な して い る。 四 肢の皮 膚 を刺戟 す ると,通 常 その肢 の屈筋 の一 部

が収 縮す るよ うな反射 が起 る(屈 筋反 射flexorreflexま た は屈曲反射flexionreflex)。

刺戟 が 強 けれ ば 反射 の拡 延 によ って,収 縮 は その肢 の屈筋 全体 に拡 が る(屈 曲協 同反射

synergicflexionreflexま たは集団 屈筋反 射massflexorreflex)。 更 に強 けれ ば,他 の 肢

の屈筋 に まで拡 が る。 その結 果,関 節 はす べて屈 曲 し,躯 幹 に向 って折 りた た まれ る。

これ は 危害 を 逃れ るの に 役 、γ1つの で,退 避 反射(withdrawalreflex)ま た は 防御 反射

(Abwehrreflex)と 呼 ばれ る。 加 え られ る刺 戟 が強 く,持 続 的 であ る場 合 に,同 じ側 の屈

曲 協同運 動 と同時 に,他 の側 の肢 に伸展 が起 るこ とが あ る(交 叉 伸展反射crossedextension

reflex)。 この他側 の伸筋 の収縮 は徐 々に張力 を増す よ うな もの であ って,刺 戟 をや めて

か らも猶増加 す る。 この現象 を漸 加(recruitment)と い う。 漸加 は初 の仲筋 の収縮 が起 る

と,二 次的 に固有 反射 に よ ってそ の伸筋 の張力が 増 して い く為に起 る と考 え られ る。 ある

関節 につ いて,屈 筋 と伸筋 とは互 いに拮抗筋 で あるか らで ある。 、屈筋反 射 によ って 屈筋 が

収縮 す る時 には,伸 筋 の緊張 は正常 よ りも減 じて い る。 す なわ ち拮抗筋 は抑 制 され る(相

反 神経支配reciprocahnnervationの 関係 によ る)。 両 肢 につ いてみ ると,一 一側 の[1711筋が収

縮 して,伸 筋が抑 制 されて い る時 には,他 側 で は反対 に屈 筋が抑 制 され,伸 筋 が収縮 す る

(二C'7相 反 神経 支配)。 固有反射 の よ うに,そ の中枢が 脊髄 内の ある分節 だけ に局 限 して

い る場 合,そ の反射 を分節反 射(segmentalreflex)と い う。 これ に対 し,反 射 の中 枢が脊

髄 内の多 分節 にわ た って 存在す ると考 え られ るよ うな場r-〉〉 その反 射 を長経路 反射(long
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spinalreflex)と い う。 た とえ ば,引 っ掻 き反射(scratchreflex)や1!.1)U肢 後 肢反射(hand -

footreflex)な どが そ うで あ る。 引 っ掻 き反射 は犬で脊 部の皮 膚 を刺 戟す ると,刺 戟 部 を

後 肢 で律動 的 に引 っ掻 く反 射 であ る。

脊髄 にみ られ る 自律反射 中枢 と して はつ ぎの よ うな ものが あ る:心 臓促進 中枢 ・乳汁 分

泌 中枢 ・肛 門 脊髄 中枢 ・1考胱脊髄 中枢 ・勃 起 中枢 ・射精 中枢 ・出産 中枢 ・発 汗 中枢 ・血 管

運 動ri弊区・立 τ三中ネ区。

2)侵 害反射(nociceptivereflex)… … 侵害 的な 刺戟 に対 して起 る反射 。 すべて の刺 戟

は,そ の 強度が 生理 的 に強大 に過 ぎる場合 に 侵害的刺 戟 と呼 ばれ る。 か か る刺戟 に対 し

て は痛覚 の受容 が 刺 戟 され,通 常退 避反射 が起 る。 痛 覚受容 器 は この意 味で 侵 害受 容器

(nociceptor)と もいわ れて い る。

3)拮 抗 反射(antagonisticreflex)… … これ には2つ の意味が あ り,第 一 は,屈 筋反 射

と伸 展反射 の よ うに,反 対 の効 果を現 わす反射 を,互 いに他 の拮抗 反射 とい う。 か か る拮

抗 的な刺戟 が 同時 に同 じ遠心性 ノイ ロンに加え られ る興奮に競争 が起 り,優 性 の もの が そ

の効 果 を発 現す る。

第二の意 味は,普 通 の 反 射 の型 に ＼11てはま らな い 反射 を さす(背 理 反射paradoxical

reflexま たは逆反射invertedreflexと もい う).し か し,刺 戟 方法 が異 な る為に一 見IL.1°7

して い るよ うに児えて も,実 はよ く調 べてみ ると,よ く知 られた反 射の一 型 に過 ぎな い も

の であ る。

4)骨 膜反射(periostalreflex)… … 四肢 の一部 を骨 に向 って打 叩す ると,特 定 の筋 に

反 射収縮 が起 る。 この反射 の受容 器 は皮膚で はな く,骨 膜 にあ ると考 え られた ので,骨 膜

反 射 といわれ た0ま た骨 にあ ると 考え,骨 反射(bonereflex)と もいわれ た。 しか し,真

の原 因は,そ の筋が 伸張 され るこ とで あ って,伸 張反射 が起 った に過 ぎない。

5)頭 蓋反射(cranialreflex)… ・9・眼輪筋 のIlii張反射 であ って 現在 は眼輪筋 反射 と いわ

れ て い る。 す なわ ち,前 額 を軽 く叩 くと,「 まばた き」 の起 る反 射 で,眼 球 を外 力か ら護

る反射 と考 え られ る.こ の機 序 は特 に複雑 で,反 射 的収縮 の閾値 は 極めて 低 く,他 の筋 の

持 たな い 多 くの特性 を持 って お り,1896年Overend以 来 その歴 史は非 常 に長い。

6)姿 勢反 射(posturalreflex)… 動物 が あ る姿 勢を保つ 際起 って い る 反射 をい う(・ ド

衝反 応StatiCreaCt≡Onと もい う)。 延髄 動物 では四肢 を しっか り固定 した り,倒 そ うとす

るとその側 の肢 を送 って跳 ね 直 った り,頚 の向 きや頭 と躯 幹 との相対1`1勺位 置に よ って 姿勢

を調 整 した りす る反 射が み られ る。 中脳動物 にな る と,眼 球 運動 との 関連 がつ いて,視 線

を もとの位 置 に保持 す る反 射 や,ネ コで は空 中で姿勢 を 立 ち直 らせ る反射 がみ られ る。 サ

ルで は右 を下 に して寝 かす と,左 の丁・と足 とを握 るよ うな反射(把 握 反射graspreflex)が

み られ る。

更 に 大脳皮 質の あ る動物 で は,足 底 に触 れ るもの の固 さによ る姿勢 調 整や,身 体の移 動

に応ず る姿勢 の矯正 運動 な どを起 す反射 が み られ る。

7)代 償的反 射(compensatoryreflex)… … あ る反射 によ って筋 が収縮 した 後,ふ た た

び もとの状 態 に もどる場 合 は,そ の拮抗筋 が収縮 す るこ とによ って戻 ると 考え られ る。 こ

のよ うな拮 抗筋 の収縮 を起 させ る反 射 をい う。

8)軸 索 反射(axonreflex)… … 皮膚 の一部 を刺 戟す ると,そ の近 傍の血 管が拡 張す る

とい う現象 に対 して,Bayliss,W.M.は,後 根 の知 覚線維 の末端 で軸索 が分岐 して1fiL管に

も達 して い ると考 えた。 このよ うに,1本 の神経線 維で受容 器と効果器 とを連結 して行 わ
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れ る反 射 をい う。 この反 射は シナ プスを経 由 しな いか ら,真 の反 射で はな いので仮性反 射

(pseudoreflex)と もい う。

9)連 鎖 反射(chainreflex)… … あ る刺戟 に対 して多数 の反,射が相 次 いで起 り一 つの

機能 を 果す 場 合を総 合 して い う。 た とえ ば,排 尿反射 は膀胱 に尿 が あ る程 度た まる ことに

よ って は じまる連鎖 反射 であ る。 膀 胱を収縮 させ,尿 道 を弛緩せ しめ るな ど,い くつ かの

反射 か らな り,個 々の反射 はそれぞ れ 脊髄 お よび脳 幹 に中枢 を有 す る。

以上 の よ うな反射 の型 によ って,反 射 のす べて がわか った とはい えない。 つ ぎに,発 達

心理 学的見 地 を概念 してみ よ う。

○ ク ーベ ルニ ックによ ると,新 生 児の反射 運動 に は7種 ある。

1)飛 び込み反射 … …腹 を支 えて急 に水 泳の飛 び込み の よ うな姿勢 を と らせ ると,頭 の

先 に手 を さ しのべ る。 「這 い這 い」 と 関係 があ る と思 われ る。 生後9ケ 月 頃か ら現 われ

る。

2)バ ビンスキー反射(Babinskireflex)・ 一 ・足 の裏 を くす ぐる と,18ケ 月 頃か らは,

指 のノf',曲が現 われ るが,新 生児で は扇 の よ うにひ ろげ る反射 が現 れ る。

3)把 握 反射(足)… …足 の指 のつ け根 に何 か触 れ るとそれ を掴 むよ うな指 の屈 曲が現

れ る。10ケ 刀 頃 まで続 く。

4)把 握 反射(r)(Darwinreflx)… … 掌 に触 れ るもの は何 で もし っか り掴 んで しま

う。 親指 が把握 に参加 して いな い ことが 特色。4ケ 月 頃消失。5ケ 月 後異 常。

5)起 立反射 ……体 を支 えて 立たせ,足 の裏 を平な台 につ けて や ると,連 続的 な脚 のtri;

曲伸展 が起 る。3ケ 刀 頃消失。5ケ 刀 後異 常。

6){切 飼 反射 ……腹 を ドに寝 かせ た 姿勢 にお くと,両 足 を交 互 に,あ たか も葡 翻す るよ

うに リズ ミカルに動 かす ことが ある。3ケ 月頃 消失。5ケ 月 後異常。

7)モ ロー反射(MororefleX)… … 「・～1い寝台 にのせて 強 い衝 撃 を与 えた り,足 を も って

急 に体 を持 ちLげ た りす ると,両 腕 を伸 ば しひ ろげ,何 か にだ きつ くよ うにす る。 生後3

ケ月 後 消失 。5ケ 刀後 も続 くの は異常。

新 生 児の行 動な い しは運 動 には,未 分節的全 体運 動(か た ま り運 動maSSmOVementcf.

山 ド:で た らめ運 動)と 局 部的特 殊反 応(い わ ゆ る反射)と あ るの であ るが,EDewey

や武 政太郎 は,局 部的 特殊反 応 に次の よ うな ものを数 えて い る。

OE.Dewey女 史 によ って見 出 され た局 部的特殊 反応 ……Maroreflex・ ランダウ反射

(Landaureflexこ れ はむ しろ乳 児の行 動 に 入れ た方 が よい)・f'f-t=の強 直反射(tonicneck

reflex)・ 迷路反射(labyrinthreflex)・ 皮1曹の強直反 射(tonicskinre#lex)な ど運動や姿 勢

に関す るもの。 その他:把 握 反射(graspingreflex)・rl頭 反射(oralreflex)・ 防禦反 身寸

(defensereaction)・ 蹟反 射(planterreflex)・ 足五lllfみ,游泳,勧 飼 およ び坐 るよ うな形 をす

る反 応(stepping,swimming,crawlingandsittingreactions)。

O武 政太 郎 が挙 げて い る新 生児 の局 部的特殊 反応。

1)モ 　一反射 … …E.Moroは,「 最 初 の3ケ 刀(1918)」 とい う論文 で,誕 生 後の最

初の3ケ 月 の生理的 重要 さにつ いて述 べ たが,同 時 に この 中で反 射 の ことを述べ たので,

後 に,Mororeflexと 呼 ぶ よ うにな った。 す なわ ち,赤 ん坊 を 卓上 に⊥ 向 きに寝 させ て,

卓 の両 側 を叩 くと,赤 ん坊 は腕 を ひろげ頭 を下 げて礼 をす る時 の よ うな振舞 を し,同 時 に

足 をひ ろげて後,そ れ を合 わせ るよ うな運 動 を した こ とを発見 したので あ る。Moroに よ

れ ば,誕 生 後数週 間 だけ この反 射 は起 り,そ の後 次第 に起 らな くな り,3ケ 月 後 には消失
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す る。 赤ん坊 を裸 に した り,目 覚 ま した りした 時に は,お りお りこの反 応 をす るか ら,こ

れは恐怖 によ って 起 るので あろ う と して い る。 またMoroは,こ の反射 を,動 物 学者

Dofleinが 述べ てい るサ ルのfが 母 親に 「だ きつ く反 射」(umklammerungsreflex;clasping

reflex;clampinginstinct)と 比 較 して い る.GSchatenbrandに よ ると,Mororeflexは こ

どもを ささえてい る敷 布を動かす とか,腹 部を 叩 くとか,顔 面を吹 くとか して も起 ると述

べ て い る。

2)ラ ンダウ反 射… …A.Landauの 「刀 日の た って い る乳 児の緊張性 の姿 勢反射 につ い

て」(1923)と い う論文 によ ると,伏 して寝 て い る赤ん坊 の腹 の下 に手 を入 れて空 中 に持

ち上 げ ると,脊 髄 を前に まげ る反射 が起 る とい う。Landauは,6ケ 刀 か ら8ケ 月 の こど

もの約50%が,頭 と足 とをあげ,背 を アーチ形 にす ること,お よび これ が2分 の1分 間な

い し2分 問続 くことを見 出 して いる。 そ の後の研 究で は,こ の反 射 は,大 体 新生児 を過 ぎ

て 現 われ る もので あろ うと されて い る。

3)把 握 反射 新 生 児の手 の ひ らに刺戟 を 与え ると,た だ ちに刺戟 物 を握 る反射 が起

ることにつ いては,こ れ までの多 くの研 究が一致 して い る。 そ して握 る力 は往 々新生 児 の

全 体重 を支 え るr7で あ る.L.B.ChaneyとM.B.Mccrawが 新生 児125人 を調査 した とこ

ろ によ ると,新 生 児の43.5°oはri発 的 に棒を握 り,そ の棒 を持 ち上 げ ると16°oは 卓 子か ら

か らだ が殆ん ど離れ,37%は 完 全 に離れ た。た だ3.5%だ けが 棒を持 ち上 げて も何 らの抵

抗 を示 さなか った。

4)ri頭 反射 ……誕生 と11に 起 るrl頭 反射 とい うの は,広 い意味で,乳 首 に吸 いつ いた

り,舌 や唇 や頬 な どに触れ ると目や唇 を反射 的 に動か した りす るよ うな運動 は,す べて こ

れ に属す る。

5)防 禦反応 ……J.B.Watsonが 初 めて 防禦1苅 ㌫とい うことをい いだ した。 それ に よる

と,3日 ない し12日 た った 新生 児の鼻を つ まむ と,つ まんで い る手 を打 つ とか,押 しの け

るよ うな行動 をす る。 膝 の 内側を は さむ と他方 の足を 【:げる,と い う。M.Schirley女 史

が,生 後2週 問以 内の赤ん坊25人 について調 べ た ところ,検1iし た63.6%は 反 応 を示 した

が,3分 の1以1:は!ll∫ らの反 応を示 さなか った。Watsonの 場 合は,刺 戟を 長時間与 えた

か ら 多 くの反 応を起 した のか も知 れな い。 赤ん坊 は,目 覚 めて い ると,蹴 った り手 を動 か

した りして い るか ら,r【 然反 応 でな い反応 をす る。 それで,Shirley 一女史は,そ れを 鼻をつ

まんだ ための反 応 と誤 ったので はなか ろ うか と述べ てい る。 またK.C.Pratt,A.K.Nelson

andK.H.Sunら の研究で は,鼻 に 一Pをや った のに対 して は,僅 か に100の 反 応 があ った

だ けで あ る。 これ につ いて は他 に多 くのllJ院 があ り,そ の結 果 は種 々で あ るが,Watson

の結果 に多 くは反対 して,防 禦反 応は新生 児の特性 で はな い とい うことにほぼ一一致 して い

る。Ch.Biihler夫 人 の所 謂消極 反応 は,鼻 に触 れ ると頭 をそむ けた り,束1」戟 に対 して手

足を動 か した りす る ことであ るが,か か る反応 は5ケ 月 迄 は現 われ ない と して い る。 これ

らにつ いて は,本 能 の範 疇 に入 れて い る入 もあ り,猶 更 に明確 な研究 をす る必要 があ る。

6)足 うら(置庶)反 射… … この反 射 は最 も容 易に観 察 され る。iiiの 成 人や幼 児は,足

の うらを刺 戟 され ると,指 を 内方に まげ る反射 をす る。 ところが,成 人で錐 体道 が傷つ け

られて い る もの は,足 の うらに 触 れ る と親指 を 外 ノ∫へ扇 の よ うにひろげ る 反 射 をす る。

J.Babinskiが これ を初 めて発 見 したの で,1896年 以 来 これをBabinskireflexと 呼 んで い

る。 しか し,こ れ よ り先,す で に1859年 に,A.Kussmaulは,か か る反 射 を新 生児 に発 見

して いた。 その後 これ につ いて の多 くの研究 が発表 されて い るが,そ の 中には新生 児 に起
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る足 の う らの反 射 と,成 入 の異常 者 に起 るBabinskireflexと は,そ の性質 が異 る ことを

主 張す る学者 もあ る.の み な らず,M.Minkowskiは,胎 児 にお いて も,足 の うらの反射

が存在 す るこ とを確 認 し,そ の発 達 によ って 神経系 の発達段 階 を示 唆 して い る。

W.M.Feldmannは,誕 生 か ら8才 まで の500人 の こどもにつ いて 研究 して い るが,そ

の結果 によ ると,1才 まで の乳 児 では75°oま で 足 の うらの指 を刺 戟す る とまげ る。R.Wa-

990nerとW.G.Hurgusonは,誕 生か ら10日 までの新生 児225人,お よび6ケ 月 か ら1ケ

年 まで の乳児52人 につい て研究 して いるが,そ の結 果 によ ると,生 後数 日間 は足の うらの

反 射 は変 り易 いが,適 当な刺戟 を与 える と指 を純粋 に伸 ばすが,普 通で は親指 を伸 ば して

他 の指 を まげ るものが 多い。 また6ケ 月 で は親指 を伸 ば して他 の指 をまげ るのが一番 多 い

が,し か しまげ るだ けの もの,ま た伸 ばす だけの ものが相半 ば して い る。1年 た った頃で

は,大 体成 人 のよ うに指 をまげ る反射 とな り,Babinskireflexは 殆ん ど見 られな い。

K.C.Pratt,A.K.NelsonandK.H.Sunら は,誕 生 後17日 まで の新 生 児 につ いて こ

まかに研究 し,足 の うらの反射 が,単 純 な反 射で はな く,複 合 した反射 で あ ることを見 出

して い る。 すな わ ち,主 要 な活動 は,足 の指 を ひろ げ ること,足 を まげ る こと,指 を まげ

ること,指 を外方へ ひ ろげ ることな どで ある。 この うちで,足 を まげ るこ と,指 を外方 へ

ひ ろげ る こ とが最 も多か った ことを報I」・_11して いる。 そ して,Prattら は,H.Bersotの 説

に従 い,乳 児の行 動 は,多 か れ少 なかれ まだ一般 的未分 化的 な もの で特殊的 な行 動で はな

い と主 張 して い る。

BersotやPrattら のい う未 分化 なの は,足 の う らの反 射 だ けで はな い。 多 くの特 殊的,

局部 的の反 応 は,新 生 児で は,多 かれ少 なかれ まだ十 分 に分化 して いな い複合的 ・全体 的

な かた ま りの運 動形式 であ る。 それ が成長 と共 にdifferenciateし,か つ 中心化 され統一 化

された局部 的,特 殊 的な行 動 にまで発達 す るので あ る。

7)精 神電 流反応 … 両 極 を被験 者の皮 膚 に触 れた 直流電流(galvaniccurrent)を 通 ず る

こと によ って,成 人 の情 緒反応 を研 究 して い る学 者が あ る。人 の身 体 にお いて は電気 的抵

抗 が皮膚 の中 にあ る。 十 分強い情緒刺 戟 は 内臓 の変 化を惹起 し,そ れが また皮膚 の うちの

抵抗 に変化 を生ぜ しめ る。 これ らを統括 して 精神 電 流反 射(psychogalvanicreflex)と 呼

んで い る。

乳 児 について この反射 を研 究 した もの が2,3あ る。 そ して成人 の反応 と赤 ん坊 の反 応

とには差 異が あ るこ とが 報告 されて い る。

A.Peiperの い うと ころによ ると,た だ例外 と しての2,3う たが わ しい簡単 な反応 を

除 いて は,精 神 電流反射 は,1才 以 下 の乳 児 には見 出 され な い。 それ よ り年 を と った子 供

には成 人 と同 じ精 神電 流反射 が見 られ るが,し か し,乳 児や幼児 が熟睡 して いた り,ま た

水化 クロ ラール で静 か に させ られて い る時 には この反 射 は起 らない。Peiperに よれ ば,こ

の実験 で は反射孤 の 巾心 性 お よび遠心 性 の部分 はいず れ もその機能 を起 さな い。 また眠 っ

て い る時 には,あ る点で伝 導が 中断 され るの であ ろ うと して い る。 しか し,H。EJones

は,こ れ と異 った結果 を得て い る。 右 の足 の うらと左足 のふ くらは ぎとに電極 をお いて,

月令3ケ 月 お よびそれ 以上 の乳 児につ いて 研究 した と ころ,刺 戟 の種 類 と刺戟 を与 えた部

位 とによ って,反 射 は得 られた り得 られ なか った りした。刺 戟 と して は電 気刺戟 が..効

果 的で,次 は高 い音響 で あ った。 吸乳 中の ビンを と った り,支 えを と った りす る刺 戟 も用

いたが,条 件づ けな い限 り,視 刺戟 か らは何 らの反応 も起 らなか った。 また緊張 を解 いた

り,愉 快 な刺戟 を与 えて も反応 は得 られ なか った。 そ して その時得 るこ との で きた抵抗 曲
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線は,成 人 の ものに似て い る。 強度閾 は成 人 よ り幼 児が ノくであ った。 また精神電流反射 と

乳 児が 表面 に現 わ した 運動 との問 には,暖 々逆の関係 を観 察 した。 これ らの結果 か ら,

Jonesは 次 のよ うに 結 論 して い る。 ∫二供の情緒 の特性 は 表 面的で,永 続 的な 内臓 的補 強

は存在 しない。 そ して子 供の情緒 的行動 は,肉 体的 興奮お よび内臓的興奮 の度合 を決定す

る機構 が発 達す ること と関係 して い る。

精 神電流反射 につ いては,1890年 に,Tarchanoffが,人 間 の皮膚 の2ケ 所 を不分極 性

電極 で誘導 し,外 部 か ら光 ・音 ・その他 の刺戟 を与 え る,暗 算 を させ る とかす ると,回 路

に装 置 した電 流計 に一過性 の電流現 象が現 れ ることを見 出 した ので あ る。 ことに,電 極 を

手 のひ ら ・足 の うら ・わ きの下な どの発 汗 しやす いと ころ にお くと,そ の変化が顕著 で あ

るこ とを公 に した。1904年,Veraguthは,回 路 にあ らか じめ一定 の電流 を通 じて お くと

変化 が大 き くな り,測 定 が便利 にな ると し,こ の現象 を精神電 流現 象 または心理電 流現 象

(psychogalvanischePhanomen=P.G.P.タ ル チヤ ノブ現 象 ともい う)と し,こ れ によ って 人

間の感情 ・情緒現 象を科学 的 に研究 しうることを主張 した。 しか し,そ の後 の研究 では,

この現 象 は複雑 で,種 々の要 因 によ って支配 され るので,そ の量的 表示 を高 く評価 して はな

らぬ と して いる。 しか しこの研究方 法を改良 す るな らば,将 来 興味 ある結果 を 望み得 る.

精神電 流現象 は,汗 腺 の反射的 興奮 による直流抵抗 の滅少 にあ ると考 え られて い る。 そ

れゆ え,Gildemeisterは,こ れ を精 神電流 皮膚 反応(galvanicskinreflexorresponse=G

SR.)と 名づ けて い る。 これは又,精 神電流反 応(psychogalvanicresponse=P.G.R,)と

もい う。 即 ち神経 衝撃 によ って汗 の分泌が増 す と,皮 膚 の電流抵 抗が一時 的に減少 して,

皮 膚の逆電 動力 が一 時的 に低下 す ると考 え られ る。 その反射 中枢 は,視 斤ニド部で,大 脳 皮

質は必ず しも参加せ ず,そ の遠心路 は交感神経 で あろ うとされ てい る。

○園原太 郎 は,生 後10f-1問 の新生児5人 のrl然 生活経 過の観察 お よび2,3の 実験 を行

い,そ の結 果 を次の よ うに報 告 してい る。

新生 児 は1日 の生活 の 大部 分(73°o)を 睡眠 また は仮睡 に費 してい る。週 期的 の号叫 の 大

部分 は飢 によ るもの,す なわ ち胃の収縮 に起 因す る.ま た新生 児の感受運 重坤1蓮 動を起す

ため には,特 別 に強 い刺戟 を要す るものが 多 く,し た が って その 自然生活 には まだ意 味を

持 た ない もの が多い。外的 刺戟 に対す る反応 は,は じめは全 体的不 「げ分 な もの が多 いが,

生後数 日で 局部性 の運動が 目立 って くる。 しか し,こ れ は 協応運 動(呼 応)と は 認め難

い。 感受性 の増進 とともに,感 受運 動的連 繋が局 部的 に分 化成 立 して い くもの と考 え られ

る。逃 避 ・防禦 ・捕 足な どの刺戟対応 的反応 は,生 後10日 では まだ存在 しな いとい って差

支 えな い(こ の点 にお いて,本 能論 は反省 を しな けれ ばな らな い)。 しか し味 に対 して は

明 らかな意味対応 的な反応 が現 われて くる。 また極 めて 初歩 の状 態で はあ るが,'ド 顎 の

圧や鼻 の掃除 に対 し頭 をふ り,あ るいは 「あが き」,あ るいは手 で押す な どの運 動で示 さ

れ る ものは,逃 避 あ るいは防禦の意 味を もつ と考 えて差 支 えない。 これ らは 単な る不 分化

的全 体運動 とは趣 を異 に して い る0π カに対 して平 衝を保つ運 動は早 くか ら認 め られ る。

入浴 の際,浮 力に対 して 以前 か ら 知 られ て いる 纒絡反射(Umklammerungsreflexだ きつ

く反射)に つ いで,予 足 をつ き,あ るいは蹴 って何 かを 支えよ うとす る運 動が起 る.新 生

児 におい て認め られ る 自体 支配(selfhelp)の 運動 と して最 も薯 しいものであ る。 新生 児

の運 動の刺 戟対 応性 は,生 活 の意 義の重 要性 に した が って発達 して いる。 食物 をと ること

や 身体の安 定 につ いての 方面では,相 当対 応性 の進 んだ運 動が認め られ るrし か し,い わ

ゆ る高 等感覚 に属す る方 面は 未発達 の状 態 にあ る。 この感受運 動性の刺戟対 応的発達 が,
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今 後 の 運 動 発 達 に お い て 最 も 注 目 さ る べ き も の で あ る。 な お 多 くの 検 証 を 経 な け れ ば 断 言

で き な い が,生 後10日 聞 の 経 過 中 に す で に 初 歩 の 習 慣 的 効 果 が 認 め られ る。

○ 反 射 の 研 究 は,条 件 反 射 学(conditionedresponsetheory)方 而 か ら も,Pavlov以 来 研

究 さ れ て い る。Pavlovに よ る と,条 件 反 応 の 型 は,興 奮 型 と 制 止 型 と い う2つ の 神 経 の 型

に よ る と い う。Hilgard,E.R.とMarquis,D.G.(ConditioningandLearning.NewYork;

Appletn-CenturyCo.,Inc.1940,P.33.)に よ る と,条 件 反 射 形 成 に 用 い ら れ る 無 条 件 反 射

と そ の 無 条 件 刺 戟 を 次 の 表 の よ う に 分 類 し て い る。

腺
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2.心 理学 における反射の概念
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Hilgard,E.R.はref】exactionを 次 の よ うに定 義 してい る。 「一 般 に,あ る一つ

の特別 な刺戟 の統 制の下 に起 る比 較的単純 な反 応で,明 るさに対す る瞳孔反射,膝 の下 の

腱 また は筋 根(ス ネヂ)を 軽 く叩 くことに よ って起 る膝蓋腱反 射の よ うに,可 成 り機械的

に起 るものであ る。 その他 のreflexactionと しては,sneezing(く さめ),perspiring(発

汗),thebeatingoftheheartGら 臓 の動悸)が あ る。」 と してい る。 これ によ ると,別 稿

の 如 く本能 の分類 と重 な る点 が出て来 るが,彼 は,reflexactionに 対応 す る行 動の型 と し

て,respondentbehavior(反 応行 動,反 応者 の行 動,応 答行 動)を 考 えてお り,こ れ は
　 　 　

刺戟の統制の下にあってそれから説明可能なものとしているから,反 射は一次的なもので
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ コ 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 コ リ 　 　 　 　 　 　 　 　

あ る 。
　 　

光を眼に照射す ると瞳孔が収縮する(瞳 孔反射)。 食物を口中に入れ ると唾液が流出し

はじめる(唾 液反射)。 膝蓋の下を叩 くと脚部が前方に動 く(膝 蓋反射)。 これ らの事柄

は,わ れわれが容易に確かめうるありふれた事実であるが,こ のような単純な事実の中に

は,刺 戟(S)と 反応(R)と い う2つ の重要な概念があるのである。 このことの中に,
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反射学 が成 り立 って いる。 しか しこの ことも,S-R理 論 では不十 分だ,0(Organism有 機

体)も 問題 に しな けれ ばな らな い,と い うと ころに,要 求論 への発展 が考 え られ るので あ

る。刺戟 は 「環境 の一 部 も し くは環境 の一一部のの変化」 であ り,反 応 は,「 行 動の一部,

も し くは行動 の一 部の変化」 と定 義す ることがで きる(古 武弥正)の であ って,こ こに要
　 　 　 　

求論の手掛 りとなる反射学は,環 境論 と行動学の交叉す る所に求めなければならない。そ
の 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 コ コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ コ コ ロ 　 　 　 　 　 　 　 　

して,こ の刺戟 と反 応 は,行 動 を環境 との関係 にお いて研 究 しよ うとす る心理学 の 出発点

で あ り,心 理学 的記述 の最 も基 礎的 な単位 で あ る。

生理 学者 が 「反射」 と呼んで い る現 象 も,こ の刺戟一 反応 単位 か ら出発 す る。 すな わち

生理 学者 は,刺 戟の受容 が,1)外 受容器(眼 ・耳 あ るいは皮膚 に存在す る受 容器 で,外

部刺戟 によ り興奮す る)2)内 受容器(内 臓臓 器 にあ る受 容 器で,内 部刺戟 によ り興奮 す

る)3)自 己受 容器(内 耳 ・筋 ・関節 ・腱 にあ る受 容器 で,身 体 あ るいはその一部 の運動

によ り興奮 す る)の3つ の受容 器に よ って行 われ る ことを 明 らか に して い るので あ るが,

刺戟 に よ って これ らの受容 器の あ るもの に生 じた興 奮が,求 心性 神経 によつて い ったん中

枢 神経 に運搬せ られ,中 枢部 か ら遠心性神経 によ って,筋 肉また は腺 か らな る効果器 に達

す るとい う経路 をた どり,効 果 器の機能 の発現 も し くは抑制 を生 じるとい う場 合のS-R

関係を反射 と呼んで い る。そ して 生理学 者の い う反射 とは,刺 戟 と反応 との観察 された関係

を示 す だ けでは な くて,そ の背後 にそのよ うなS-R関 係を薄 って い る器質n勺な構造 要素
　 り 　 　 　 　 　 　1

豪糊 一i求酌 例1一 礫1-1酬 ノイ・ント;螺
を常 に考 えて いる。 それで,求 心性神経 経路,中 枢神経,遠 心性神経 経路 の3要 素の連絡

を考 え る場 合 には,こ れ らを反射 弓と呼ぶ ので あ る。

しか し,わ れ われ心理 学 の 立場 か ら 「反射」を刷題 にす る場f.1に は,生 活体 の器質的 な構

造は一歩 後退す る よ うに思 われ る0し か し,人 格 を,心 理 生理 的単位 と考 え ることには変

りはない。 しか しその 上で主要 とな る関心 はかか る器質的構造 の連鎖 にと らわれな い とい
　 　 　 　 　 の 　 　 　 コ 　 　 コ コ 　 　 　 　 　 　

うことで あろ うとい うことにな ってい る.こ う して,反 射学 と本能論 と要求 論 は互 いに重
の 　 　 　 り 　 の

複 す る面 も出て くるので あろ うと思 う。 しか し,「 反射」 とい うものを明確 に して おかな

い と,別 稿 の本能 も要求 も語 れないnこ うして 「反射」 は,/'_動 学 ・環境 学の最初 に位 置

を 占める とい うことだ けは こうして いえよ う.心 理学 の基f1楚的 原初的概念 であ る。 この よ

うに して,反 射の種 類が,心 理 学的 に,発 達心理学 的 に追 究 された のであ る。Sに 対す る

Rと は この よ うにreflexで あ り狭 義のresponseが 最 初であ る。 そ して没 頭 に述べ たよ う

に このRは,人 格の側 に1ヒめお か るべ きであ ろ う。 決 して連 合一ド義 な ど,ま た,Gestalt

psychologyの よ うに,Sの 側 にお か るべ きで ない と思 う0さ て,反 射学 を脱稿 す るにあた

って,反 射 の特性 とrLI下俊郎 の 言に あた って お こ う。

○反 射 の特性

1)閾 …刺 戟が反応 を誘 発す るた め には,そ の強度が あ る臨界 的な値(こ れを閾 と呼ぶ)

に達す るか,こ の値を越 えな けれ ばな らない。

2)潜 時…刺 戟の適 用か ら反応 の生起 までの間 には短い時間 闇隔があ る。 これは潜時 と呼

ばれ る。

3)反 応 の ノくき さ…反応 の 大 きさは刺iiifI強度の 函数であ る。 刺戟強度 が大 きけれ ば反応 も

大 きい。

4)残 効…反応 は刺戟 の適 用が 停1ヒされた 後で も,短 い時 間継続 して生 じる。
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5)累 加 …刺戟 を長 く与 え続 け るか,あ る定 ま った率 以内で繰 り返 え し与 え ると,刺 戟の

強度 を増 加せ しめた と同 じ効果 を生 じる。 すな わち,た とえば,反 応 の大 きさが ただ一

度短 い刺戟 を与 え られ た時 よ りも大 き くな る。

6)反 射 疲労…反射 の強度 は繰 り返 され た誘 発 を受 けて いる問 に減少す る。 そ して,そ の

後,一 定時 間を経過 して もとの値 に戻 る。

7)促 進 …反射 の強度 はそれ 自身で は反応 を誘発せ しめな いよ うな第二 の刺戟 を提 示す る

ことに よ って増 加す る。

8)禁 止 …反射 の強度 は,そ の反射 に含 まれて い る効果器 に全 然無 関係な第2の 刺 戟を提

示 す ることによ って 減少す る。

また条 件刺戟 には次 の7種 が あ る。

(1)視 覚 刺戟(光 ・色 ・図形 ・運 動物 体等)

(2)聴 覚 刺戟(純 音 ・ラッパ ・ブザー ・流水 の音 ・メ トロノーム等)

(3)温 度,触 覚,臭 覚,深 部感覚 刺戟

(4)時 間的,空 間的 に組 み合 わ された組合せ 刺 戟

(5)連 続 刺 戟(メ トロノー ム ・電 気扇 ・回転板)

(6)閃 光,コ ンタク ト刺 戟(一 般 に急激 な鋭 い刺 戟)

(7)時 間関係 を刺 戟 と して用 い る(一 ヒの6種 が外的刺 戟であ るに対 し内的刺 戟 と考 え られ

る。

とにか く 「反射」 の問題 は反射 運動(reflexactjon)と 解 して よいの であ るが,こ の反

射運 動 につ いては,山 下俊 郎が こうい って い る。 「反 射運 動 とい うの は,ほ ん の末 梢的な

刺 戟に応 ず る一 部分的 な運動で あ って,大 脳 とい うIC派 な中枢機 関 に統一 されて いない と

い う意味で きわめて幼稚 な精神 の現 われ とみ られ る。 だか ら,だ んだん と精 神が発達 して
　 の コ 　 　

くると,こ のよ うな反射運 動 は消 えて しま うもの と考 えて いいので ある。 事実 その通 りで

あ って,右 に述べた反射運 動 はすべて生後 半年,お そ くと も1年 くらいまで の うちに は消

えて な くな るのが一1E%.11通であ る。把 握反 射 は生 後6ケ 月 ごろにはな くな り,モ ローの反射 は

生後3ケ 月 ごろ にはな くな る。 またバ ビン スキ ーの反 射 もおよそ生後1年 前後 には消 える

といわれて い る。 それ で このよ うな反射 が1年 た って も消 えない よ うな赤 ち ゃん は どこか

に精 神 の発達 の遅れ があ ると考 えな けれ ばな らな い とい われ るの で あ る。」 とい う。 この

立場 は,人 間学的行 動発達心 理学 の立 場 といえよ う。

3.残 され た問題

われ われ は,日 常的 な意味 において,「 反射 的 に何かをや る」 とい うことが あ る。「反射

的 に行動 した。」 とい うよ うな場 合で あ る。 これは ど うい うことであ ろ う。 要求論 にお け

る 日常性 の意 味は,ど のよ うに解 釈 した らいいので あろ う。 前にふ り返 ってみ るな らば,

心理学 にお け る 「反射」 の問題 は環境 論(s)と 行動学 ㈹ の交 叉す るところに求 め られた。

これ らもやは り非常 に 心理学 的で あ ろ うと思 う。 その ことにおいて,「 反射」 を広 義な

る 「反射」 とす るな らば,社 会心理学 的 な立場 にお いて集団 の中の個人 と し追求す る立 場

も出て こよ うとい うものであ る。 しか し,社 会心 理学 的 とい って も,単 な る集団 の中の個

人 と して み るか,或 は文 化人 類学,個 人 心理学,社 会学 的な るものの交叉 す ると ころ に求

め るか によ って,つ ま り研究者 の立 場 によ って,そ の結 論も変 って来 るので はないだ ろ う

か。 この 日常性 の深 さ,広 さ,は,宗 教的 な解 釈 にな って しま うけれ ど,如 々 と して と ら

え難 く,神 秘性 があ る。深 秘なの であ る。 しか し,わ れわれ は,今 この問題 に触れ ること

ii
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が 出 来 な い の で,こ の 真 如 を 尊 し と して 割 愛 す る 。
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